
課
題

 学校林のカラマツが高齢級に偏っており、林齢構成を平準化したい
 スマート林業技術を身につけた即戦力となる担い手を育成したい

実施プログラム 学校林の計画的な更新を通して
スマート林業技術を幅広く学ぶ

＜協力体制＞

北海道 帯広農業高等学校 スマート林業教育プログラム

北海道
十勝総合
振興局

十勝広域森林組合、
(有)サンエイ緑化、
（有）大坂林業、
（株）サトウ 他

北海道
帯広農業
高等学校

支援 連携

北海道立
北の森づくり
専門学院

連携

北海道

連携

十勝地域林業担い手確保推進協議会

（地独）北海道
立総合研究機構
森林研究本部

■従来からの連携 ■本プログラムでの連携

技術
提供

技術
提供 技術

提供

作成
方針

 学校林の現状把握、施業計画立案、伐採・造林・保育作業に係るプロ
グラムをとおしてスマート林業技術をトータル的に学ぶ

 高校は機材を保有していないため、授業に合わせて事業体が持参する

 十勝総合振興局森林室から、林業現場の課題とス
マート化の意義について講義

 北の森づくり専門学院から林業労働災害とシミュ
レーター教育について講義を受けた後、学院のシ
ミュレーターを使って体験。

第1回 スマート林業の基礎

 (有)大坂林業から、裸苗とコンテナ苗の違いなどに
ついて講義

 植栽位置誘導・記憶装置(試作)とオーガ式植栽機で
コンテナ苗の植栽体験

 年齢の近い若手社員の指導で生徒が将来の自らの姿
を想像。

第2回 コンテナ苗の活用

 (株)サトウによるUAV自動飛行の実演と、学校林の
空中写真を撮影、オルソ画像を作成。

 オルソ画像をQGISに取り込み、カラマツを判別する
とともに樹頂点をカウントして1つの林班のカラマ
ツ本数を数える。

第3回 UAV を用いた学校林の林況把握

 北海道から地上型LiDAR機器による森林資源把握につい
て講義を受けた後、学校林の点群データ取得を実習

 十勝広域森林組合から、GNSS測量について講義、学校林
内の植生界を測量、QGISで作図と面積計算を行う。

第4回 学校林の林況に基づくゾーニング区分と資源調
査の実施

 (有)サンエイ緑化、KITARINラボから伐木造材・流通の
スマート化について講義を受けた後、学校林内でICTハー
ベスタによる伐採作業を見学、コンピュータによる採材
提案で価値の高い木材生産ができることを学習。

第5回 スマート林業の現状や新しい林業の形について

←地上型
LiDAR機器

ICTハーベス
タによる伐採

作業→

電動オーガ エンジン
オーガ

スプレー
マーキング
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